
秋のフェスティバル

★
富
士
山
ほ
ど
美
し
い
火
山

は
世
界
的
に
見
て
も
珍
し
い
。

日
本
一
の
高
さ
を
誇
る
美
し

い
円
錐
形
の
火
山
は
、
年
間

３
千
万
人
規
模
の
人
々
が
訪

れ
る
日
本
有
数
の
観
光
地
で

も
あ
る
。
し
か
し
、
富
士
山

が
か
つ
て
大
き
な
災
害
を
引

き
起
こ
し
て
き
た
「
活
火

山
」
で
あ
る
こ
と
は
、
意
外

に
知
ら
れ
て
い
な
い
。
す
な

わ
ち
、
い
つ
噴
火
し
て
も
不

思
議
で
は
な
い
活
火
山
な
の

で
あ
る
。

★
日
本
最
大
級
の
南
海
ト
ラ

フ
地
震
。
そ
の
49
日
後
の
１

７
０
７
年
12
月
16
日
、
富
士

山
で
宝
永
の
大
噴
火
発
生
。

噴
火
は
16
日
間
も
断
続
的
に

続
き
、噴
火
物
が
横
浜
、江
戸
、

房
総
半
島
に
ま
で
広
く
降
り

積
も
っ
て
、
当
時
の
人
々
に

大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た

の
で
あ
る
。

★
こ
の
時
、
大
阪
に
来
た
５

〜
６
ｍ
の
津
波
、
ま
た
静
岡

を
襲
っ
た
宝
永
津
波
。
桶
の

水
が
知
ら
せ
た
江
戸
の
揺
れ
。

暗
く
な
る
ほ
ど
降
っ
た
火
山

灰
。
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
。

災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
。

★
富
士
山
は
三
百
年
余
り
沈

黙
を
保
っ
て
い
る
。

・
１
８
５
５
年
の
安
政
の
江

戸
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

６
・
９
）

・
１
９
２
３
年（
大
正
13
年
）

９
月
１
日
の
関
東
大
震
災
。

・
あ
れ
か
ら
１
０
０
年
、
い

つ
起
き
て
も
お
か
し
く
な
い

関
東
大
震
災
。
羮
に
懲
り
て

膾
を
ふ
く
と
い
う
よ
う
に
用

心
す
る
も
の
だ
。

★
自
身
の
身
の
安
全
を
守
る

の
は
自
助
だ
け
で
あ
る
。
寝

室
に
は
物
を
置
か
な
い
こ
と

で
あ
る
。　
　
　
　
　

 （
嘉
）
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10
月
18
日
、
今
年
度
初
の

屋
外
行
事
、
秋
の
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
中
央
広
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。
前
日
ま
で
の

雨
と
寒
さ
は
一
転
、
暖
か
い

秋
晴
れ
の
一
日
で
し
た
。

　
11
時
、
若
竹
太
鼓
の
太
鼓

で
開
会
。「
こ
ば
と
幼
児
教
室
」

は
、お
も
ち
ゃ
、絵
本
、駄
菓

子
、
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
な
ど
を

出
店
。
親
子
連
れ
で
訪
れ
、

お
も
ち
ゃ
は
早
々
と
売
り
切

れ
。
「
大
島
タ
イ
ガ
ー
ス
」

は
焼
き
そ
ば
。
用
意
し
た
２

０
０
食
が
30
分
ほ
ど
で
売
り

切
れ
、
１
０
０
食
を
急
い
で

追
加
。
神
輿
の
「
三
駒
」
は
、

わ
た
あ
め
と
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
。

「
自
治
会
」
は
、
ふ
か
し
芋
、

ま
る
ご
と
バ
ナ
ナ
、
お
に
ぎ

り
、
お
茶
を
用
意
。

　
11
時
半
か
ら
、
30
分
間
、

若
竹
太
鼓
の
演
奏
。

＊　
　
＊　
　
＊

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

が
続
く
中
で
、
春
先
か
ら
団

地
内
の
サ
ー
ク
ル
も
活
動
や

練
習
の
自
粛
が
つ
づ
き
、こ
ば

と
幼
児
教
室
も
４
月
・
５
月

は
休
園
。
秋
の
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
で
、
久
し
ぶ
り
の
賑
わ

い
が
団
地
に
戻
り
ま
し
た
。

　
マ
ス
ク
を
し
て
、
売
り
場

に
は
透
明
の
シ
ー
ト
を
張
っ

て
、
コ
ロ
ナ
対
策
も
行
い
ま

し
た
。

　
夏
祭
り
も
中
止
し
た
団
地
。

こ
と
し
は
じ
め
て
、
住
民
の

声
と
笑
顔
が
中
央
広
場
に
も

ど
っ
た
ひ
と
時
で
し
た
。

　
秋
フ
ェ
ス
の
会
場
で
は
、

11
月
に
自
治
会
が
共
同
購
入

を
行
う
、
防
災
グ
ッ
ズ
＝
ト

イ
レ
用
品
の
説
明
コ
ー
ナ
ー

も
設
け
ら
れ
ま
し
た
。（
写
真
、

左
下
に
関
連
記
事
）

　

９
月
29
日
、
待
望
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

「
カ
フ
ェ
０
６
」
が
オ
ー
プ
ン
し
て
、
11
月

28
日
で
19
回
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
明
る
い
笑
顔
で
応

対
し
て
い
ま
す
。
豊
潤
な
香
り
高
い
コ
ー

ヒ
ー
の
味
は
心
を
和
ま
せ
、
具
だ
く
さ
ん

の
ス
ー
プ
は
、
そ
の
温
か
さ
が
心
を
癒
し

て
く
れ
て
大
好
評
で
す
。
居
住
者
の
皆
様
、

地
域
の
皆
様
、
ど
う
ぞ
お
揃
い
で
い
ら
っ

し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
せ
。
お
待
ち
し
て

い
ま
す
ョ
！

　
カ
フ
ェ
０
６
開
催
日
は
、毎
週
火
曜
日
、木

曜
日
、
第
四
土
曜
日
、
11
時
〜
14
時
で
す
。

★
11
月
22
日
に
予
定
し
て
い
た
防
災
訓
練

は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
お
さ
ま
ら

な
い
現
況
の
も
と
、
①
65
歳
以
上
の
方
の

参
加
自
粛
②
１
０
０
人
以
上
の
参
加
自
粛
、

と
い
う
消
防
署
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、
検

討
し
た
結
果
、
防
災
訓
練
は
中
止
し
ま
す
。

　
自
治
会
で
は
「
災
害
時
の
ト
イ
レ
」
の
共
同
購
入
を
実

施
し
ま
し
た
。
第
一
次
の
申
し
込
み
は
終
了
し
ま
し
た
。

自治会事務所：13時～17時（金・日・祝日休）

発 　 行 　 大 島 6 丁 目 団 地 自 治 会
編 　 集 　 広 　 報 　 部・事 　 務 　 局

TEL：（3636）6470　FAX：（3636）6479
ホームページ：http : / /www.6-dan.com
メールアドレス：rokudan@road.ocn.ne.jp

Please feel free to write to us

Long awaited smiles on faces in fine autumn weather

Café 06 now open 

Welcome!

Autumn festival

Simple toilet bag and portable 
toilet made of corrugated 
boxes can now be purchased 
in sharing.

や
ま
び
こ

Column

カフェ06 オープンカフェ06 オープン

「ロールトワレ、段ボールトイレ」
共同購入

こ
と
し
の
防
災
訓
練
は
中
止
し
ま
す

いらっしゃいませ！

ゼロ 　 ロ クゼ ロ 　 ロ ク

二大中生徒が作った、新型コロナウ
イルス治療にあたる医療従事者への
感謝のメッセージボードを展示

あ
つ
も
の

な
ま
す
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高
齢
者
に
な
り
、
連
れ
合

い
を
亡
く
し
て
一
人
に
な
っ

て
、
高
い
家
賃
を
払
い
続
け

る
こ
と
が
厳
し
い
世
帯
が
増

え
て
い
ま
す
。

　
年
金
だ
け
で
、
都
営
住
宅

に
入
る
こ
と
の
で
き
る
所
得

に
な
っ
て
い
る
方
も
い
ま
す
。

　
８
月
か
ら
９
月
の
初
め
に
か
け
て
実
施
し
た「
第
12
回
団
地

の
生
活
と
住
ま
い
ア
ン
ケ
ー
ト
」
は
、
７
６
１
枚（
28
％
）の

回
収
で
し
た
。
３
年
前
の
第
11
回
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収（
１
０

５
０
枚
）か
ら
、
３
０
０
枚
ほ
ど
少
な
い
結
果
で
し
た
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
は
居
住
者
の
高
齢
化
が
い
っ
そ
う
進
ん

で
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
他
方
で
、
外
国
籍
居
住
者
が

１
０
０
０
世
帯
近
い
と
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
「
外
国
籍
化
」

に
つ
い
て
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
反
映
し
て
い
な
い
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。

　
世
帯
主

　
世
帯
主
の
性
別
は
、
男
性
62
・
２
％
、
女
性
37
・
８
％
。

　
世
帯
主
の
年
齢
別
構
成
は
、
図
１
の
よ
う
に
、
60
歳
以
上

が
90
・
５
％
（
70
歳
以
上
で
71
・
２
％
）。

　
家
族
数
の
調
査
で
は
、
１
人
世
帯
38
・
５
％
、
２
人
世
帯

45
・
５
％
、
３
人
以
上
は
16
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
こ
か
ら
う
か
が
え
る
の
は
、
高
齢
女
性
の
単
独
世
帯
が

相
当
数
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
25
年
以
上
居
住
者
が
半
数

　
６
丁
目
団
地
に
居
住
し
た
年
数
は
、
図
２
の
よ
う
に
、１
９

　

皆
様　

初
め
ま
し
て
、
わ
た
く
し
は

サ
ン
カ
リ
ン
ガ
ム　

ラ
ジ
ェ
シ
ュ　

ク

マ
ル
と
申
し
ま
す
。

　

私
の
名
前
を
呼
ぶ
だ
け
で
疲
れ
る

（
笑…

）
と
思
い
ま
す
の
で
ラ
ジ
ェ
と
呼

ん
で
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
イ
ン
ド
か
ら
参
り
ま
し
た
。
日
本
は

14
年
ぐ
ら
い
で
、
Ｉ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
。

　

日
本
に
来
て
、
色
々
な
日
系
企
業
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
Ｉ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
と
し
て
８
年
ぐ
ら
い
活
動
し
、
そ
の

後
独
立
し
て
、
自
分
の
Ｉ
Ｔ
会
社
を
設

立
し
ま
し
た
。

　

大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
日
本
に
来
ま

し
た
の
で
、
私
の
社
会
経
験
は
ほ
と
ん

ど
日
本
に
な
り
ま
す
。

　
日
本
に
来
て
か
ら
、日
本
の
文
化
、日
本

語
の
美
し
さ
等
に
興
味
を
持
ち
、
ず
っ

と
日
本
に
住
み
続
け
ま
し
た
。

　

日
本
の
色
々
な
場
所
に
住
ん
だ
経
験

が
ご
ざ
い
ま
す
。
最
初
は
練
馬
区
の
光

が
丘
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。そ
の
後
、西
葛

西
と
大
島
と
関
内
と
鶴
見
に
住
ん
で
い

ま
し
た
。
最
近
の
４
年
ぐ
ら
い
は
大
島

に
住
ん
で
い
ま
す
。
大
島
６
丁
目
団
地

は
す
ご
く
住
み
や
す
い
で
す
し
、イ
ン
ド

人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
も
多
く
、
と
て
も
便

利
で
す
。

　

大
島
六
丁
目
団
地
自
治
会
に
参
加
す

る
機
会
が
出
来
て
、
今
、
広
報
部
に

入
っ
て
お
り
ま
す
。
自
治
会
に
参
加
し

て
役
員
と
し
て
や
り
始
め
た
か
ら
、色
々

な
経
験
が
出
来
て
い
ま
す
。
団
地
に
住

ん
で
い
る
日
本
人
の
方
と
も
仲
良
く
な

り
ま
し
て
、
自
治
会
の
色
々
な
イ
ベ
ン

ト
に
も
参
加
し
て
お
り
、
す
ご
く
楽
し

く
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

　
折
角
、
色
々
な
関
係
が
出
来
て
お
り

ま
す
の
で
、
大
島
六
丁
目
団
地
で
、
日

本
と
イ
ン
ド
の
文
化
交
流
を
出
来
れ
ば

と
て
も
嬉
し
い
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

名
前
：
グ
ン
デ
チ
ャ　
ア
ミ
ッ
ト

家
族
：
妻
、
子
供
２
人
（
双
子―

息
子

＋
娘―

12
歳
） 

日
本
滞
在
：
２
０
１
６
年
か
ら
日
本
へ

ず
っ
と
Ｕ
Ｒ
大
島
６
丁
目
団
地
５
号

棟
に
住
ん
で
る

職
業
：
社
員
（
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
） 

な
ぜ
Ｕ
Ｒ
団
地
か
：
最
も
便
利
な
こ
と

は
、
Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ 

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
学
校
（
イ
ン
ド
国
際

学
校
）
が
近
く
に
あ
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
団
地
に
は
、
イ
ン
ド
人
と
日
本

人
と
、
他
の
外
国
人
も
住
ん
で
る
の
で
、

国
際
文
化
の
環
境
で
す
。

　
す
ご
く
明
る
い
し
、緑
も
豊
か
で
、風
通

し
も
良
い
場
所
と
、
敷
地
内
に
ブ
ラ
ン

コ
や
砂
場
な
ど
が
そ
ろ
っ
た
公
園
も
あ

る
の
で
、
子
ど
も
を
遊
ば
せ
る
の
に
良

い
環
境
で
す
。

　

ま
た
、
す
ぐ
そ
ば
に
は
病
院
、
ス
ー

パ
ー
、
郵
便
局
、
薬
屋
さ
ん
な
ど
が
そ

ろ
っ
て
い
る
の
で
、
生
活
に
困
り
ま
せ

ん
。
　

団
地
に
は
い
ろ
い
ろ
な
年
齢
層
の
方

が
い
て
、
子
ど
も
と
遊
ん
で
い
る
と
年

配
の
方
か
ら
声
を
か
け
て
も
ら
え
ま
す
。

「
か
わ
い
い
ね
」
と
か
「
お
は
よ
う
」
と

か
、
ま
る
で
本
当
の
孫
み
た
い
な
感
じ
。

第
12
回
団
地
の
生
活
と
住
ま
い
ア
ン
ケ
ー
ト

　
都
市
機
構
法
第
25
条
は
家

賃
に
つ
い
て
の
規
定
で
す
。

近
傍
同
種
の
市
場
家
賃
と
す

る
こ
と（
１
項
）、
継
続
家
賃

は
市
場
家
賃
以
下
に
す
る
こ

と（
２
項
）と
と
も
に
、
高
齢

者
等
々
の
事
由
で
市
場
並
み

の
家
賃
を
払
う
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、「
家
賃
を
減
免
す

る
こ
と
が
で
き
る
」（４
項
）と

定
め
て
い
ま
す
。

　
に
も
か
か
わ
ら
ず
都
市
機

構（
Ｕ
Ｒ
）は
、
こ
の
減
免
措

置
を
と
ろ
う
と
し
て
い
ま
せ

ん
。
減
免
さ
せ
る
た
め
に
は
、

全
国
の
居
住
者
の
運
動
が
必

要
で
す
。
署
名
・
カ
ン
パ
を

集
め
て
、
12
月
３
日
に
は
、

国
土
交
通
省
と
Ｕ
Ｒ
本
社
へ

の
要
請
行
動
を
行
い
ま
す
。

これからも住み続けるために 結
果
│
７
６
１
枚・28
％
の
回
収

家賃の減免措置を求める
全国で署名・カンパを集め、
12月3日に国交省・ＵＲ本社へ
要請行動に行きます。

Requesting rent reduction and exemption measures
Getting signatures, holding campaigns countrywide 

and actions needed from Ministry of Land, Infrastructure, 
Transport and Tourism and UR head office. 

Increasing Aging population and 
Foreign residents count unknow

n

Results ‒761replies. 28%
collected

To continue staying in this danchi:

10月23日、家賃問題等の学習会

９
４
年
（
平
成
６
年
）
以
前
か
ら
の
居
住
者
、
25
年
以
上
の

居
住
者
が
55
・
５
％
と
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。
15
年
以
上

の
居
住
者
は
68
％
で
す
。

　
世
帯
収
入

　
世
帯
収
入
で
は
、収
入
の
あ
る
の
が
１
人
＝
58・７
％
、２
人
＝

44
・
７
％
、
３
人
以
上
＝
３
・
６
％
で
す
。
図
３
に
よ
る
と
、

２
０
０
万
円
未
満
が
33
・
８
％
、
３
５
４
万
円
未
満
ま
で
を

あ
わ
せ
る
と
、
72
・
３
％
と
な
り
ま
す
。
団
地
居
住
者
の
大

多
数
が
、
わ
が
国
の
勤
労
者
世
帯
の
平
均
年
収
（
６
０
２
万

円
）
に
達
し
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　
年
金
が
中
心

　
図
４
に
見
る
よ
う
に
、
年
金
の
み
＝
46
・
４
％
、
年
金
と

給
料
・
パ
ー
ト
代
な
ど
の
組
み
合
わ
せ
＝
27
・
１
％
で
す
。

73
・
５
％
の
世
帯
が
、
年
金
収
入
を
た
よ
り
に
し
た
生
活
で

す
。
　
家
賃
負
担
は
重
い

　
一
方
、
家
賃
は
、
９
万
円
台
ま
で
が
60
・
８
％
、
10
〜
11

万
円
台
が
32
・
７
％
で
す
か
ら
、
年
収
の
３
割
、４
割
、５
割

が
家
賃
に
消
え
て
い
く
状
況
で
す
。

　
し
た
が
っ
て
、
家
賃
負
担
に
つ
い
て
は
、
た
い
へ
ん
重
い

＝
60
・
８
％
、
や
や
重
い
＝
32
・
７
％
と
、
じ
つ
に
93
・

５
％
の
世
帯
は
、
家
賃
の
負
担
が
重
荷
に
な
っ
て
い
る
と
回

答
し
て
い
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
家
賃
の
引
き
下
げ
」「
高
齢
者
世
帯
の

家
賃
減
額
」「
子
育
て
世
帯
の
減
額
」
の
切
実
な
要
求
が
上

が
っ
て
い
ま
す
。「
家
賃
の
据
え
置
き
」「
収
入
に
見
合
っ
た
家

賃
を
」
な
ど
も
あ
り
ま
す
。
一
部
居
住
者
に
対
す
る
家
賃
の

値
上
げ
な
ど
は「
と
ん
で
も
な
い
」と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
住
み
続
け
た
い
が…

…

　
「
住
み
続
け
た
い
」
と
73
・
１
％
の
方
が
願
い
、「
公
営
住

宅
へ
」の
18・２
％
を
あ
わ
せ
て
、91
％
を
超
え
る
方
が
、公
団
・
公

営
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

　
不
安
な
の
は
、「
家
賃
」（
71
％
）
「
建
て
替
え
等
」（
43
％
）

そ
し
て
「
住
宅
や
設
備
が
古
い
」（
44
％
）
こ
と
。「
住
環
境
の

悪
化
」（
24
％
）
も
。

　
要
望
と
し
て
は
、「
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
床
の
防
音
対
策
」
が
一

番（
45
％
）、
畳
表
の
取
り
換
え（
42
％
）、
ふ
す
ま
の
張
替
え

（
39
％
）、
浴
室
の
段
差
解
消（
37
％
）や
ト
イ
レ
の
段
差
解
消

（
29
％
）な
ど
。

進
む
高
齢
化
。外
国
籍
化
は
不
明

日
本
生
活
14
年
、
Ｉ
Ｔ
会
社
設
立
（
ラ
ジ
ェ
シ
ュ
さ
ん
）

「
お
は
よ
う
」と
声
を
か
け
て
く
れ
る
団
地
（
ア
ミ
ッ
ト
さ
ん
）

出来た当初から住み始
めて、ほぼ50年。内装
はボロボロでガタがき
ています。これで家賃
が値上がりになるのは
到底納得できない。
居住年数を勘案して値
下げを強く要望します。

声・こえ①

一時的でもいいので、
コロナの影響で収入が
下がった世帯の家賃の
引き下げなどを検討し
てもらいたい。

声・こえ③

高齢化に伴い、収入も年金での生活
となり、家賃が負担に感じる。入居
して50年近くなり、建物等の建設
費は回収が終わっており、家賃も半
分以下にしてもよい年数になってい
る。公団も検討する段階であり、自
治会も要望を強く出して頂きたい。

声・こえ②

人の体と建物は老朽化し、収入
も所得も落ちるのに、家賃を値
上げするような暴挙は絶対にや
めるべきです。

声・こえ④

図1　年齢別構成（世帯主）図4　年収構成

図3　世帯収入

20～50歳台
9.5％給料・事業収入

22.5%

年金・給料等
27.1%

年金のみ
46.4%

その他 4%

200万円
未満

33.8％

200～354万円
未満 38.5％

354～502万円
未満 13.5％

502万円以上 14.2％

図2　団地に住み始めた年

1994年
まで

55.5％
1995～2004年 12.5％

2005～2014年 14.5％

2015年以降 17.5％

60歳台
19.3％

70歳以上
71.2％



2020年（令和2年）11月29日（日） 第304号（3）

　

前
回
は
言
葉
の
意
味
を
間
違
え
て
覚
え
て
い
る
こ
と

を
説
明
し
ま
し
た
。
今
回
も
山
口
謡
司
教
授
に
よ
る
間

違
っ
て
覚
え
て
い
る
諺
・
格
言
を
説
明
し
ま
す
。

①
ま
ご
に
も
衣
装

　
Ａ
さ
ん
が
成
人
式
の
迎
え
た
自
分
の
お
孫
さ
ん
の
写

真
を
Ｂ
さ
ん
に
見
せ
た
時
の
こ
と
で
す
。
Ｂ
さ
ん
が

「
そ
の
着
物
と
て
も
よ
く
似
合
っ
て
ま
す
ね
。
ま
ご
に

も
衣
装
で
す
ね
」
と
言
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
た

Ａ
さ
ん
、
困
っ
た
顔
を
し
て
返
答
に
詰
ま
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
Ｂ
さ
ん
は「
ま
ご
に
も
衣
装
」の「
ま
ご
」を「
孫
」

と
思
い
、「
孫
に
は
ど
ん
な
衣
装
を
着
せ
て
も
、
元
々
可

愛
い
か
ら
キ
レ
イ
に
見
え
る
」と
い
う
意
味
で
言
っ
た
の

で
し
ょ
う
。「
ま
ご
に
も
衣
装
」の「
ま
ご
」は「
馬
子
」と
い

う
の
が
本
当
の
意
味
で
す
。
馬
子
と
い
う
の
は
馬
を
引

い
て
荷
物
な
ど
を
運
ぶ
人
の
こ
と
。
仕
事
柄
キ
レ
イ
な

格
好
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
立
派
な
衣
装
を
着

れ
ば
そ
れ
な
り
に
キ
レ
イ
に
見
え
る
と
い
う
意
味
か
ら
、

馬
子
に
も
衣
装
は
謙
遜
の
意
味
で
使
う
の
が
正
し
い
言

い
方
で
す
。

②
濡
れ
手
で
あ
わ

　
こ
の「
濡
れ
手
で
あ
わ
」で
す
が「
あ
わ
」を
漢
字
で
書
い

て
く
だ
さ
い
と
い
う
と
、
多
く
の
人
が「
泡
」と
書
い
て
し

ま
い
ま
す
。
濡
れ
手
で「
あ
わ
」を「
泡
」と
解
釈
し
、
濡
れ

手
の
上
に
い
く
ら
泡
を
の
せ
て
も
濡
れ
て
い
る
の
で
泡

は
消
え
て
い
く
と
思
っ
て
い
る
。
そ
こ
で「
い
く
ら
努
力

し
て
も
な
か
な
か
成
功
し
な
い
」と
言
う
人
も
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
間
違
い
で
す
。
正
し
く
は「
濡
れ
手
で
粟
」で
す
。

粟
と
は
米
粒
よ
り
も
小
さ
な
穀
物
で
あ
り
、
濡
れ
た
手

で
粟
を
掴
む
と
思
っ
た
よ
り
も
た
く
さ
ん
の
粟
が
つ
く
。

そ
こ
か
ら
あ
ま
り
苦
労
を
し
な
い
で
も
多
く
の
利
益
を

得
る
と
い
う
意
味
。

③
石
の
上
に
も
三
年

　
こ
の
諺
は
た
と
え
最
初
は
う
ま
く
い
か
な
い
難
し
い

事
柄
で
も
忍
耐
強
く
続
け
て
い
け
ば
、
や
が
て
い
つ
か
は

出
来
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
意
味
で
す
。
こ
の
三
年
は

時
間
的
な
期
間
で
あ
る
三
年
を
意
味
す
る
こ
と
で
は
な

い
。
諦
め
や
す
い
人
を
戒
め
る
意
味
で
も
使
わ
れ
て
い
ま

す
。
次
回
は
間
違
っ
て
覚
え
て
い
る
言
葉
に
戻
り
ま
す
。

さ
の
さ
ん

　
　 

「
こ
と
ば
」の
サ
ロ
ン

「
間
違
い
？ 

そ
う
だ
っ
た
の
か 

日
本
語
！
」そ
の
②

Expert’s
Advice

38

こ
と
わ
ざ   

か
く
げ
ん

け
ん
そ
ん

つ

ぬ

あ
わ

あ
わ

こ
め
つ
ぶ

こ
く
も
つ

つ
か

む
づ
か

あ
き
ら

　
10
月
28
日
に
定
例
懇
談
会

を
行
い
ま
し
た
。

自
治
会　
団
地
内
に
防
犯
カ

メ
ラ
が
取
り
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
取
り
付
け
た

経
過
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

Ｕ
Ｒ　
警
察
か
ら
の
要
望
だ

　
っ
た
り
、
防
犯
上
付
け
た
。

自
治
会　
防
犯
カ
メ
ラ
は
個

人
情
報
と
の
関
係
も
あ
る
。

な
ぜ
設
置
し
た
の
か
、
自

治
会
と
の
話
し
合
い
な
し

に
す
す
め
た
と
い
う
こ
と

は
お
か
し
い
の
で
は
な
い

か
、
自
治
会
が
必
要
な
い

と
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い

か
。
今
後
は
自
治
会
に
相

談
し
て
ほ
し
い
。

自
治
会　
団
地
整
備
方
針
書

の（
３
．団
地
の
整
備
課
題
）

に
、
耐
震
上
改
修
等
を
要

す
る
住
棟
が
あ
る
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
内
容
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ　
耐
震
診
断
を
実
施
し

た
結
果
、
２
・
３
・
５
・

６
号
棟
が
対
象
で
、
来
年

度
３
・
６
号
棟
の
改
修
を

行
い
ま
す
。
４
・
７
号
棟

は
、
改
修
は
行
わ
な
く
て

も
い
い
と
の
こ
と
で
す
。

自
治
会　
す
べ
て
の
２
・
３

階
の
廊
下
の
滑
り
止
め
措

置
が
行
わ
れ
て
い
る
フ
ロ

ア
の
汚
れ
が
目
立
つ
。
年

度
内
の
改
修
を
お
願
い
し

ま
す
。ま
た
、他
の
階
も
全

般
的
に
清
掃
状
態
が
悪
い
。

Ｕ
Ｒ　
２
・
３
階
の
す
べ
り

止
め
の
張
替
え
は
来
年
度

以
降
に
改
修
工
事
を
行
え

る
よ
う
本
社
に
要
望
し
て

い
ま
す
。
そ
の
場
合
に
は

素
材
も
見
直
し
ま
す
。
他

の
階
の
清
掃
方
法
に
問
題

は
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

あ
れ
ば
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

自
治
会　
外
国
人
の
ゴ
ミ
だ

し
等
、
生
活
上
の
ル
ー
ル

を
外
国
語
で
掲
示
す
る
等

対
策
を
し
て
ほ
し
い
。

　
　

夜
、
廊
下
・
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ホ
ー
ル
で
大
声
で
話

を
し
て
い
る
が
対
策
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ　
ご
み
置
き
場
、
掲
示

板
に
貼
っ
て
い
る
。
特
定

で
き
れ
ば
注
意
し
ま
す
。

自
治
会　
で
き
れ
ば
各
国
語

で
ル
ー
ル
を
全
戸
に
配
布

し
て
ほ
し
い
。

自
治
会　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
住
宅
は
フ
ロ
ー
リ
ン
グ

の
た
め
、音
が
響
く
、入
居

の
際
に
そ
の
こ
と
を
必
ず

伝
え
て
ほ
し
い
。
住
宅
の

上
下
騒
音
の
問
題
が
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。
対
策

は
。

Ｕ
Ｒ　
鍵
の
渡
し
時
に
近
隣

へ
の
配
慮
を
要
請
し
ま
す

が
、
気
に
な
る
場
合
は
東

住
ま
い
セ
ン
タ
ー
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

自
治
会　
表
札
が
汚
れ
、
破

損
・
変
形
し
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
。
入
居
が
古
い

世
帯
か
ら
順
次
新
し
い
表

浴
室
・
ト
イ
レ
の
換
気
は

共
用
ダ
ク
ト
で
、
１
〜
４

号
棟
と
６
号
棟
は
屋
上
に

フ
ァ
ン
に
て
機
械
排
気
し

て
い
る
。

自
治
会　
緑
地
内
の
ベ
ン
チ

鳥
の
糞
な
ど
で
汚
れ
て
い

る
。
点
検
し
て
き
れ
い
に

し
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
汚
れ
は
現
在
は
確
認

で
き
な
か
っ
た
が
、
汚
れ

た
場
合
は
管
理
事
務
所
に

連
絡
く
だ
さ
い
。

自
治
会　
お
山
の
公
園
と
７

号
棟
前
の
公
園
、
子
供
た

ち
の
声
が
う
る
さ
い
何
と

か
静
か
に
し
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
注
意
喚
起
を
求
め
る

看
板
を
現
在
検
討
し
て
い

る
。

自
治
会　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
に
つ
い
て
。
か
な
り

遅
く
な
っ
て
い
る
が
、「
光

配
線
方
式
」
等
早
く
な
る

方
法
に
変
え
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
４
・
７
号
棟
は
光
配

線
方
式
が
導
入
さ
れ
て
い

て
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
か
ニ
ュ
ー
ロ

に
連
絡
す
れ
ば
個
人
宅
に

つ
な
が
る
工
事
を
し
て
も

ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
現
在
５
号
棟
も
設
置

し
て
い
く
方
向
で
い
る
。

他
の
号
棟
も
利
用
者
の
要

望
が
あ
れ
ば
事
業
者
が
調

査
を
行
い
、
そ
の
後
工
事

に
入
る
流
れ
に
な
っ
て
い

る
。

自
治
会　
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
引
き
上

げ
た
あ
と
３
号
棟
の
入
り

口
の
明
か
り
が
そ
の
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
。
と
っ
て

ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
す
べ
て
撤
去
で
き
ま

し
た
。

自
治
会　
５
号
棟
の
通
路
に

自
転
車
を
止
め
る
柵
が
出

来
た
が
、
な
ぜ
な
の
か
。

Ｕ
Ｒ　
５
号
棟
の
住
民
か
ら

自
転
車
が
ス
ピ
ー
ド
を
出

し
て
通
り
過
ぎ
る
の
で
つ

け
て
ほ
し
い
と
の
要
望
が

あ
り
設
置
し
た
。

自
治
会　
事
前
に
自
治
会
に

一
言
い
っ
て
ほ
し
か
っ
た
。

あ
る
日
突
然
だ
っ
た
。
今

後
は
自
治
会
と
必
ず
相
談

し
て
ほ
し
い
。

自
治
会　
非
常
用
電
源
が
１

階
に
あ
る
が
、
水
害
等
の

場
合
は
使
用
不
能
に
な
る

た
め
対
処
し
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
電
気
室
等
電
源
設
備

が
す
べ
て
１
階
に
あ
る
た

め
、
対
策
は
で
き
ま
せ
ん
。

自
治
会　
修
理
細
目
の
し
お

り
、
管
理
事
務
所
で
渡
し

て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
以
前
に
は
置
い
て
な

か
っ
た
が
、
今
は
希
望
す

る
方
に
は
お
渡
し
て
い
ま

札
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

玄
関
の
取
っ
手
部
を
ノ
ブ

か
ら
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
へ

の
切
換
え
を
年
度
内
に
し

て
ほ
し
い
。
高
齢
居
住
者

に
配
慮
し
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
表
札
が
、
破
損
等
し

て
い
る
場
合
は
、
管
理
事

務
所
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
レ
バ
ー
ハ
ン
ド
ル
化

工
事
は
上
へ
要
望
し
て
お

り
、
来
年
度
以
降
の
予
定

で
す
。
外
壁
修
繕
の
際
に

実
施
す
る
と
思
い
ま
す
。

自
治
会　
室
内
の
天
井
は
、

一
部
の
部
屋
は
膜
天
井
に

し
た
が
、
劣
化
し
た
り
、

変
色
し
た
り
し
て
い
る
が

張
り
替
え
て
も
ら
え
な
い

の
か
。
他
の
部
屋
も
膜
天

井
に
し
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
膜
天
井
に
亀
裂
等
が

入
っ
て
い
る
場
合
は
管
理

事
務
所
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
変
色
等
は
使
用
上

問
題
が
な
い
場
合
は
そ
の

ま
ま
に
な
り
ま
す
。
他
の

部
屋
は
変
え
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
本
社
に
こ

の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ
た

こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

自
治
会　
粗
大
ご
み
の
不
法

投
棄
を
し
な
い
よ
う
住
民

に
徹
底
さ
せ
る
対
処
を
し

て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
不
法
投
棄
は
廃
棄
物

処
理
法
違
反
で
あ
り
、個
々

の
モ
ラ
ル
に
よ
り
ま
す
が
、

発
見
し
た
場
合
は
行
政
機

関
や
警
察
機
関
へ
通
報
す

る
な
ど
の
対
応
を
行
い
ま

す
。
た
だ
24
時
間
管
理
は

で
き
な
い
た
め
、
不
法
投

棄
を
確
認
し
た
場
合
は
警

察
へ
通
報
す
る
な
ど
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

自
治
会　
２
・
３
号
棟
の
ご

み
置
き
場
に
は
毎
日
の
よ

う
に
不
法
投
棄
が
あ
る
よ

う
な
の
で
、
柵
を
す
る
等

対
処
し
て
ほ
し
い
。

自
治
会　
生
活
上
の
ル
ー
ル
、

（
廊
下
に
傘・物
を
置
か
な

い
、ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
物
を
落

と
さ
な
い
、ベラ
ン
ダ
で
タ
バ

コ
を
吸
わ
な
い
、夜
10
時
以

降
は
静
か
に
す
る
等
）―

１
年
に
一
度
日
本
語
と
英

語
で
配
布
し
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
状
況
確
認
の
上
、
配

布
等
し
て
い
き
た
い
。
毎

年
は
難
し
い
。

自
治
会　
１
号
棟
・
２
号
棟

の
ベ
ン
チ
に
朝
早
く
か
ら

た
む
ろ
し
て
騒
が
し
い
。

ま
た
、
タ
バ
コ
の
煙
も
た

ま
ら
な
い
。張
り
紙
、ベ
ン

チ
を
と
る
等
対
処
し
て
ほ

し
い
。

Ｕ
Ｒ　
１
・
２
号
棟
の
方
に

は
配
慮
を
求
め
た
い
。

自
治
会　
１
・
２
号
棟
の
方

が
騒
が
し
い
の
で
は
な
く
、

早
朝
か
ら
団
地
外
か
ら
、

ま
た
、
そ
の
他
の
方
が
騒

い
で
た
ま
り
場
に
な
っ
て

い
る
。当
面
ベ
ン
チ
を
と
っ

て
、
看
板
を
設
置
す
る
等

対
処
し
て
ほ
し
い
。

自
治
会　
浴
室
の
シ
ャ
ワ
ー

使
用
中
に
風
呂
の
火
が
消

え
る
こ
と
が
あ
り
、
ガ
ス

会
社
に
来
て
も
ら
っ
た
が
、

解
決
し
な
か
っ
た
。
換
気

が
原
因
で
は
な
い
か
。
浴

室
・
ト
イ
レ
の
換
気
が
で

き
て
い
な
い
住
棟
が
あ
る
。

換
気
扇
を
つ
け
る
等
し
て

ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
火
が
消
え
る
と
い
う

こ
と
は
安
全
装
置
が
働
い

て
い
る
た
め
で
、
安
全
上

は
問
題
な
い
が
、
現
在
原

因
究
明
を
行
っ
て
い
る
。

す
。
た
だ
部
数
が
少
な
い

た
め
、
至
急
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。
全

世
帯
に
配
布
は
現
在
で
は

無
理
で
す
。

自
治
会　
各
階
の
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
ホ
ー
ル
の
ガ
ラ
ス
清

掃
を
し
て
ほ
し
い
。
見
積

も
り
を
出
し
て
自
治
会
と

検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
ク
リ
ン
メ
イ
ト
さ
ん

の
作
業
工
程
に
は
入
っ
て

い
な
い
の
で
、
特
別
清
掃

に
な
り
、
多
額
に
な
る
た

め
で
き
な
い
。
共
益
費
の

収
支
が
今
年
度
末
で
も
約

１
４
０
０
万
円
の
赤
字
な

の
で
収
支
が
改
善
し
た
ら
、

検
討
さ
せ
て
ほ
し
い
。

自
治
会　
５
号
棟
の
み
の
見

積
も
り
を
出
し
て
も
ら
っ

て
検
討
し
た
い
。

自
治
会　
７
号
棟
前
の
楠
３

本
、
な
ぜ
剪
定
し
な
か
っ

た
の
か
、
対
応
を
知
ら
せ

て
く
だ
さ
い
。

Ｕ
Ｒ　
樹
勢
が
悪
く
、
剪
定

を
す
る
と
も
っ
と
ダ
メ
に

な
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

の
で
、
実
施
し
な
か
っ
た
。

経
過
観
察
を
し
て
い
る
。

自
治
会　
転
出
者
か
ら
出
た

粗
大
ゴ
ミ
は
、
管
理
者
が

責
任
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

居
住
者
に
も
徹
底
さ
せ
る

対
処
を
し
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
粗
大
ゴ
ミ
は
各
自
の

責
任
で
捨
て
る
も
の
で
す
。

も
し
放
置
さ
れ
た
物
品
を

発
見
し
た
場
合
は
、
行
政

機
関
や
警
察
機
関
に
通
報

し
ま
す
。

自
治
会　
災
害
時
に
Ｕ
Ｒ
の

対
応
を
お
し
え
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
水
害
の
際
の

対
応
に
つ
い
て
Ｕ
Ｒ
・
江

東
区
役
所
・
自
治
会
と
の

話
し
合
い
を
し
て
く
だ
さ

い
。

Ｕ
Ｒ　
Ｕ
Ｒ
で
は
協
力
会
社

等
と
協
力
し
な
が
ら
、
適

切
に
対
応
し
ま
す
。
た
だ

限
ら
れ
た
人
員
で
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
た
め
、
優

先
順
位
を
つ
け
な
く
て
は

な
ら
な
い
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　
　
ま
た
、
集
会
所
を
開
放

す
る
等
検
討
し
た
い
。
水

害
の
場
合
は
３
階
以
上
に

避
難
者
を
受
け
入
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

自
治
会　
災
害
時
Ｕ
Ｒ
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
、
計
画
空
き
家
が
あ
る

の
か
、
ま
た
Ｕ
Ｒ
・
江
東

区
役
所
・
自
治
会
と
の
話

し
合
い
を
持
っ
て
ほ
し
い
。

Ｕ
Ｒ　
計
画
空
き
家
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
社
に
お
伝
え

し
ま
す
。

Ｕ
Ｒ
東
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
と
の
定
例
懇
談
会

R
ound-table conference w
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ent C
enter



　
10
月
31
日
午
後
６
時
30
分
よ
り
３
号
棟

集
会
所
で
、「
水
害
発
生
時
の
防
災
対
策

と
備
蓄
品
」
を
テ
ー
マ
に
災
害
協
力
隊
と

防
災
対
策
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
10
月
12
日
に
台
風
19
号
が
接
近
し
、

午
後
４
時
50
分
に
荒
川
が
危
険
水
域
を
越

え
、「
あ
わ
や
大
洪
水
」
と
い
う
事
態
に
な

り
、
大
島
全
域
に
避
難
勧
告
が
出
た
経
験

を
ふ
ま
え
。
江
東
区
よ
り
区
民
に
配
布
さ

れ
て
い
る
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
洪
水
高

潮
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
」
に
掲
載
さ
れ
て
い
る

内
容
を
確
認
し
な
が
ら
、
荒
川
が
氾
濫
し

た
と
き
に
６
丁
目
団
地
が
ど
う
な
る
の
か

想
定
し
て
い
き
ま
し
た
。

　
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
は
、
洪
水
は
約
５

〜
10
メ
ー
ト
ル
の
深
さ
に
な
り
、
１
週
間

以
上
水
が
引
か
な
い
地
域
と
表
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
２
階
３
階
の
居
住
者
は
４
階
以

上
の
廊
下
に
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
江
東
区
と
自
治
会
・
都
市
機
構

は
、
３
・
１
１
東
北
地
方
大
震
災
の
後
、

津
波
と
高
潮
を
想
定
し
て
、
各
号
棟
の
内

廊
下
に
周
辺
地
域
か
ら
の
避
難
を
受
け
入

れ
る
協
定
を
取
り
交
わ
し
て
い
ま
す
。
洪

水
高
潮
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
に
は
洪
水
が
発
生

し
た
と
き
の
避
難
所
と
し
て
、
６
丁
目
団

地
の
廊
下
が
い
つ
で
も
利
用
で
き
る
場
所

と
し
て
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
方
が
避
難
さ
れ
て
く
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
６
丁
目
団
地
の
建
物
は
、
深
さ
５
メ
ー

ト
ル
近
く
水
没
し
た
状
態
で
、
２
週
間
以

上
避
難
生
活
が
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
も
止
ま
っ
た
状

態
で
過
ご
す
た
め
に
、
各
家
庭
で
飲
料
水

や
非
常
用
の
ト
イ
レ
、
食
料
を
備
蓄
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
機
会
に
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
と
ブ

ッ
ク
レ
ッ
ト
」
を
読
み
直
し
て
、
ご
家
族

と
話
し
合
う
機
会
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。

　On October 31, a meeting was conducted in building no.3 from 6:30 pm by disaster 
cooperation team and disaster prevention committee with theme as "Disaster prevention 
measures and stockpiles in the event of a flood."
　Based on the experience of typhoon No.19 that approached on October 12, last year, 
Arakawa crossed the danger water level at 4:50 pm, and it was an "It's a great flood" 
situation, and evacuation orders were issued throughout Ojima. While checking the 
contents of the "Hazard Map and Flood Storm Surge Booklet" distributed by Koto Ward to 
the residents, I wondered what would happen to the 6-chome housing complex when the 
Arakawa River overflows. Hazard maps indicate that the flood water goes 5-10 meters deep 
and it does not drain for more than 1 week. Residents on the 2nd and 3rd floors will 
evacuate to the corridors on the 4th and higher floors.
　Moreover, Koto Ward and the Residents Association / Urban Organization have signed an 
agreement to accept evacuation from the surrounding areas in the inner corridors of each 
building in anticipation of a tsunami and storm surge after the 3.11 Great Tohoku 
Earthquake. The flood storm surge booklet clearly states that the passageway of the 
6-chome housing complex is always available as a shelter in the event of a flood. It is 
expected that many people will evacuate.
　The buildings of 6-chome housing complex are expected to be an evacuation area for 
more than 2 weeks when the buildings are submerged to a depth of nearly 5 meters. It turns 
out that each household needs to stockpile drinking water, emergency toilets, and food in 
such times of electricity, gas, and water cut situations.
　Please take this opportunity to read "Hazard Maps and Booklets" again and discuss with 
your family.

（4）2020年（令和2年）11月29日（日） 第304号

　9月
  1日　災害伝言板（URとの通報訓練）
  3日　国勢調査員打ち合わせ会
  5日　第4回幹事会
12日　第4回棟代表者会議
13日　青空市定例会　　　　　　　　　　　

広報部会
17日　大島地区自治会連合会理事会
18日　UR支援アドバイザー主催　スマホ教室
26日　防災対策委員会幹事会
27日　カフェ06オープニングセレモニー
29日　カフェ06オープン
　10月
  3日　東京23区自治協団地代表者会議　　　

第5回幹事会

10日　第5回棟代表者会議
16日　東京23区自治協東・城北ブロック会議

（大島6丁目）
18日　秋のフェスティバル　　　　　　　　

広報部会
23日　URに安心して住み続けるための報告会
28日　東京東住まいセンターとの懇談会
30日　防犯・防災部会
31日　災害協力隊・防災対策委員会
　11月
  1日　事務局会議
  3日　広報部会
  7日～19日　災害用トイレ袋共同購入受付
  7日　第6回幹事会
14日　第6回棟代表者会議

JSタイアップリフォーム価格表（一例です、詳しくはチラシをご覧ください）

　今年も住宅内のリフォーム事業に取り組みます。今回も修繕相談会が実施さ
れることになりました。住宅内での修繕の相談をしてください。ポスター･チラシ
でお知らせします。
※期間中にお申込の方に限り、キャンペーンメニューの出張費は無料になります。

JSとのタイアップ
キャンペーンのお知らせ
JSとのタイアップ

キャンペーンのお知らせ

 　　 リフォームメニュー 当社通常価格 特別価格　 模様替
  （工事費・消費税込）   （工事費・消費税込） 申請
　 ①洗浄便座 40,920円 34,210円 必要
　 ②便座＋タンク（手洗無） 95,260円 85,250円
　 ③便座＋タンク（手洗付） 98,780円 88,770円
1 ④便座＋タンク（手洗付）
 　＋洗浄便座※ 136,400円 123,200円 必要
　 ⑤狭小型便器用洗浄便座※ 56,320円 51,040円 必要
 LED照明器具（～8畳 12,000円 10,000円2　 調光・調色　10台限定）
★その他いろいろありますのでご相談ください。
★クロス・洋室化工事等は別途家具移動費がかかります。（家具移動費
　は下見の際にご提示します。）
★洗浄便座は、お部屋のタイプにより設置出来ない場合があります。
※都市機構への模様替え申請等が必要な場合があります。（申請の手続きは
　日本総合住生活（株）がお手伝いします）

ハウスクリーニングについては配布するチラシの申込書に記入して自治会事
務所まで申し込んでください。
◆申込期間　12月12日（土）～12月26日（土）まで
◆申込場所　自治会事務所（自治会ポスト入れ可）
　13時～17時（金・日・祝日休）電話：03-5653-2131

◆申込期間　12月12日（土）～12月26日（土）まで
◆申込場所　JS東京東支店　電話：03-5653-2131　
　　　　　　月曜～土曜（日曜・祝日を除く）、午前9時～午後5時

15日　広報部会
22日　青空市定例会
26日～12月3日　災害用トイレ袋お渡し　
28日　災害協力隊・防災対策委員会
29日　イルミネーション取り付け

　　☆JSすまいの相談会
　　　日時　12月12日（土）　10：00～12：00
　　　場所　3号棟集会所
　　・お住まいのトラブルの修繕方法
　　　介護保険給付を利用した修繕（手すり設置、段差解消など）
　　・JSリリーフで取り扱っている防災用品の展示説明と申し込み受付
　　 を行います。　①非常用簡易トイレ　②転倒防止用具ガムロック

　★包丁研ぎ（無料・お一人様2本まで）3号棟集会所前
　　☆物品販売
　　　日時　12月12日（土）～12月26日（土）　13：00～17：00
　　　場所　大島6丁目団地自治会事務所　
　　　品物　浴室排水目皿

台風で荒川が氾濫したら
6丁目団地はどうなる?

What happens to the 6-chome housing complex 
if the Arakawa River is flooded due to typhoon?

　　サービスメニュー 市場価格
①レンジフード（台所の換気扇） 15,180円 8,800円
②エアコンクリーニング 13,200円 10,230円
③キッチンクリーニング 18,260円 15,620円
④浴室クリーニング（天井込み） 19,250円 15,620円
※上記④の浴室天井の塗装の状態により、天井清掃ができない場合
　は斡旋価格からマイナス1,000円となります。

◆セットメニュー
⑥エアコン＋室外機セット 17,600円 14,630円
⑦浴槽＋浴槽エプロンセット 23,320円 19,800円

ハウスクリーニング　メニュー別価格表
斡旋価格
（消費税込み）

◆今回はリフォームとハウスクリーニングの2種類になります。

Jichikai
Activity
Diary

Jichikai
Activity
Diary

　9月18日（金）2時から5つの体験を実施しました。まず、
実物を全員に渡してくれて、最初は基本操作でマップ体験

URコミュニティー主催
基礎から簡単 シニアのための スマホ体験教室

ということで、
地図の見方、操
作、次に実際に
電話を隣の方に
かけてみたりと
実施しました。
20名が参加し
ました。

日時：12月13日（日）午前10時より12時まで
場所：中央広場

日時：12月19日（土）午後2時より
場所：3号棟集会所

クリスマス会 もちつき大会は中止。
おもちを配ります！

※会員証を持ってきてください。
　パックしたおもちを配ります。

★幼児・小学生のみなさん、
　あそびにきてください。


